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民
俗
文
化
財

黒
石
よ
さ
れ
踊
元
踊

所
在
地

黒
石
市

保
持
団
体

黒
石
よ
さ
れ
振
興
協
議
会

黒
石
市
最
大
の
行
事
に
「
黒
石
よ
さ
れ
」
が
あ
る
。「
黒
石
よ

さ
れ
」
は
、
徳
島
の
阿あ

波わ

踊お
ど

り
、
岐
阜
の
郡
ぐ
ん
じ

上ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

踊お
ど

り
と
「
日

本
三
大
流
し
踊
り
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
の「
黒
石
よ
さ
れ
」の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
が
、「
元も
と

踊お
ど
り」

と
よ
ば
れ
る
古
式
の
「
黒
石
よ
さ
れ
」
で
あ
る
。

「
元
踊
」
の
原
形
は
、
三
味
線
・
太
鼓
・
鼓
各
一
人
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
一
人
が
唄
い
、
揃
い
の
浴
衣
・
笠
・
白
足
袋
に
草

履
を
は
い
た
約
十
人
の
踊
り
手
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。

「
黒
石
よ
さ
れ
」
の
起
源
は
古
く
、
約
五
百
年
前
に
行
わ
れ

て
い
た
盆
お
ど
り
で
、
男
女
の
恋
の
掛
け
合
い
唄
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
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黒
石
の
盆
お
ど
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
、
天て
ん

明め
い

年
間
（
一
七
八
一
〜
八
八
）
に
時
の
後
の
家
老
に
な
る
境
さ
か
い

形ぎ
ょ

右う

衛え

門も
ん

（
二
代
目
）
が
、
城
下
町
に
人
を
集
め
る
商
業
政
策
と
し
て
始
め
た
た
め
だ
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
よ
さ
れ
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
に
は
定
説
が
な
い
。
①
与よ

三さ
ぶ

郎ろ
う

と
い
う
人
が
お
り
、
宴
会
に

招
か
れ
た
が
、
十
分
に
酔
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
与
三
郎
が
即
興
的
に
ヨ
サ
レ
を
唄
っ
た
の
で
、
家
老
た
ち
が

そ
の
意
を
解
し
て
席
を
は
ず
し
た
、
②
酒
席
か
ら
邪
魔
者
与
三
郎
を
追
い
出
す
た
め
に
「
与
去
れ
」
と
言
っ
た
、
③

豊
作
で
楽
し
い
と
き
に
は
、「
仕
事
を
よ・

し
て
楽
し
く
踊
り
な
さ・

れ・

」、
凶
作
で
苦
し
い
と
き
に
は
、「
こ
の
よ
う
な
世・

の
中
は
早
く
去・

れ・

」
か
ら
「
よ
さ
れ
」
が
生
ま
れ
た
等
々
説
は
多
い
。

明
治
三
十
年
以
降
、
黒
石
よ
さ
れ
は
絶
え
た
が
、
戦
後
黒
石
の
商
工
会
が
町
の
発
展
の
た
め
、
黒
石
よ
さ
れ
を
復

活
さ
せ
た
。
昭
和
三
十
五
年
以
降
、
黒
石
商
工
会
議
所
、
黒
石
観
光
協
会
が
観
光
行
事
の
一
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
、

誰
で
も
踊
れ
る
よ
う
な
現
在
の
振
り
付
け
を
行
い
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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民
俗
文
化
財

上
十
川
の
追
分
石

所
在
地

黒
石
市
大
字
上
十
川
字
北
原
一
番
三
八

所
有
者

派
立
二
・
三
町
内

高
さ

一
〇
七
㎝

幅

二
一
㎝

奥
行

二
一
㎝

石
英
安
山
岩

(正 面)

右
ハ
長
谷
沢
不
動
海
道

従
是

左
者
青

森

海

道

(裏 面)

正
徳
四
甲
午
年
六
月
廿
八
日

養
是
院
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県
道
浪
岡
北
中
野
黒
石
線
の
長な
が

谷い

沢ざ
わ

神じ
ん

社じ
ゃ

入
口
前
に
追お
い

分わ
け

石い
し

が
建
っ
て
い
る
。

こ
の
石
塔
は
、
正
し
ょ
う

徳と
く

四
年
（
一
七
一
四
）
六
月
二
十
八
日
、
養よ
う

是ぜ

院い
ん

（
長
谷
沢
に
住
み
つ
い
た
修
験
者
）
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
、
黒
石
か
ら
青
森
方
面
ま
た
は
長
谷
沢
神
社
方
面
へ
向
か
う
道
標
で
あ
る
。
こ
の
追
分
石
が
あ
る
県
道

浪
岡
北
中
野
黒
石
線
は
、
黒
石
か
ら
青
森
方
面
へ
向
か
う
主
要
な
道
路
で
あ
り
、
他
方
、
長
谷
沢
神
社
は
古
く
か
ら

津
軽
三
不
動
の
一
つ
で
多
く
の
参
拝
者
が
往
来
し
た
。
ま
た
、
長
谷
沢
へ
の
道
は
日
蓮
宗
の
聖
地
法ほ
う

峠と
う
げへ

通
じ
る
道

で
も
あ
る
。

追
分
と
は
道
の
分
岐
点
を
さ
す
言
葉
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
集
落
の
出
入
口
や
分
岐
点
に
建
て
ら
れ
る
石
を
追
分
石

と
呼
ぶ
。
出
入
口
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
は
、
賊
や
病
気
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
守
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
分
岐
点

に
建
て
ら
れ
る
石
碑
は
、
道
案
内
の
標
識
と
し
て
建
て
ら
れ
る
。

追
分
石
は
津
軽
地
方
で
四
十
二
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
弘
前
・
黒
石
周
辺
に
集
中
し
て
お
り
、
黒

石
市
内
で
は
二
十
四
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
は
「
北
方
警
備
」
や
湯
治
客
、

巡
礼
等
の
増
加
に
伴
い
、
追
分
石
の
建
立
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

こ
の
追
分
石
は
、
津
軽
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
、
津
軽
の
近
世
交
通
史
や
民
間
信
仰
史
を
研
究
す
る
上
で

も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
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民
俗
文
化
財

薬
師
寺
の
石
敢
當
碑

所
在
地

黒
石
市
大
字
温
湯
字
鶴
泉
一
二
―
四

所
有
者

薬
師
寺

高
さ

九
二
㎝

幅

六
一
㎝

奥
行

二
五
㎝

玄
武
岩
質
安
山
岩

(正 面)

石

敢

當
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薬や
く

師し

寺じ

の
境
内
入
口
手
前
に
、
あ
ま
り
大
き
く
は
な
い
が
力
強
い
風
貌
の
石
碑
が
あ
る
。
表
面
に
は
、
深
く
大
き

く
「
石せ
き

敢か
ん

當と
う

」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

石
敢
當
と
は
、
中
国
か
ら
お
こ
っ
た
除
災
招
福
の
民
俗
信
仰
で
あ
る
。
邪
気
を
食
い
止
め
、
追
い
払
う
力
が
あ
る

と
さ
れ
、特
に
災
厄
を
除
く
た
め
こ
の
三
文
字
を
石
に
刻
み
建
立
す
る
。
主
に
道
路
の
突
き
当
た
り
や
橋
の
た
も
と
、

家
の
門
口
な
ど
に
建
て
る
。
こ
の
風
習
は
、
ま
ず
沖
縄
や
鹿
児
島
方
面
に
伝
わ
り
盛
ん
に
建
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

地
方
で
は
「
い
し
が
ん
と
う
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、「
せ
き
か
ん
と
う
」
と
も
読
む
。
関
東
以
北
で
は
秋
田
県
の
十

五
基
と
本
県
の
四
基
を
例
外
に
東
京
都
・
埼
玉
県
・
山
形
県
に
一
〜
二
基
ず
つ
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
県
内
で

は
、
ほ
か
に
弘
前
市
に
一
基
、
平
賀
町
に
二
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
出
所
が
明
ら
か
な
の
は
、
薬
師
寺
の
石
敢

當
の
み
で
あ
る
。

薬
師
寺
の
石
敢
當
は
、
文ぶ
ん

政せ
い

六
年
（
一
八
二
三
）
に
弘
前
藩
の
表
医
師
で
あ
る
三
上
隆
圭
が
、
慈
雲
院
の
境
内
（
弘

前
市
新
寺
町
・
現
弘
前
高
等
学
校
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
慈
雲
院
が
廃
寺
に
な
っ
た
際
、
同
じ
黄お
う

檗ば
く

宗し
ゅ
うで
あ
る
薬
師
寺
に
移
転
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

東
北
で
は
最
大
の
大
き
さ
を
誇
り
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
函
館
市
内
に
石
敢
當
碑
が
建
て
ら
れ
る
ま

で
は
、
国
内
最
北
に
位
置
す
る
石
敢
當
で
あ
っ
た
。
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民
俗
文
化
財

赤
坂
の
庚
申
塔

所
在
地

黒
石
市
大
字
赤
坂
字
東
池
田
一
五
三

所
有
者

赤
坂
町
内

高
さ

一
三
八
㎝

幅

三
七
㎝

奥
行

一
五
㎝

石
英
安
山
岩

（
参
考
図
）
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赤
坂
に
あ
る
八
幡
宮
は
、
誉ほ
ん

田だ
わ

別け
の

尊み
こ
とを
祭
っ
て
い
る
。
こ
の
境
内
に
、
寛か
ん

政せ
い

九
年
（
一
七
九
七
）
七
月
二
十
二
日

に
建
立
さ
れ
た
庚こ
う

申し
ん

塔と
う

が
一
基
あ
る
。
こ
の
庚
申
塔
の
表
面
に
は
、青し
ょ

面う
め

金ん
こ

剛ん
ご

童う
ど

子う
じ

が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、

三
ツ
目
で
六
本
の
腕
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
足
下
に
は
二
人
の
持
者
と
二
羽
の
鶏
鳥
、
三
匹
の
猿
を
従
え
て
い
る
。

こ
れ
を
「
三さ
ん

眼げ
ん

六ろ
っ

臂ぴ

二に

持じ

者し
ゃ

二に

鶏け
い

三さ
ん

猿え
ん

」
と
い
い
、
典
型
的
な
青
面
金
剛
童
子
の
像
で
あ
る
。

青
面
金
剛
童
子
と
は
病
魔
や
悪
鬼
を
取
り
払
う
強ご
う

力り
き

童ど
う

子し

で
あ
り
、
怒
り
の
た
め
全
身
が
燃
え
、
赤
を
通
り
越
し

て
青
い
顔
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
庚
申
の
三さ
ん

尸し

駆く

除じ
ょ

の
利
益
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
庚
申
信
仰
の
本
尊
と
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
初
期
の
庚
申
塔
は
彫
刻
像
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
費
用
が
多
く
か
か
る
こ
と
と
彫
刻
の
技
術
も

む
ず
か
し
い
こ
と
か
ら
、
次
第
に
文
字
を
彫
る
庚
申

塔
が
増
え
た
。

市
内
に
は
九
十
一
基
の
庚
申
塔
が
存
在
す
る
が
、

青
面
金
剛
童
子
像
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
件

と
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
八
月
に
建
て
ら
れ
た
竹

鼻
八
幡
宮
の
二
基
だ
け
で
あ
る
。

竹鼻の青面金剛童子像
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民
俗
文
化
財

竹
鼻
の
五
庚
申
塔

所
在
地

黒
石
市
大
字
竹
鼻
字
宮
元
三
五
―
二

所
有
者

竹
鼻
敬
神
会

高
さ

七
二
㎝

幅

四
八
㎝

奥
行

四
五
㎝

安
山
岩

佐
々
木
□
□

文
化
六

年

以
五
庚
申
供
養

九
月
三
日
田
之
沢
村

中

己
巳
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竹
鼻
の
五ご

庚こ
う

申し
ん

塔と
う

は
、
黒
石
藩
が
誕
生
し
た
文ぶ
ん

化か

六
年
（
一
八
〇
九
）
九
月
三
日
、
田
之
沢
村
で
建
立
さ
れ
た
。

田
之
沢
村
は
竹
鼻
集
落
の
東
側
、
現
在
の
浪
岡
町
本
郷
地
区
に
所
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
明
治
に
は
廃
村
と

な
り
、
住
民
が
竹
鼻
村
に
移
っ
た
際
に
、
こ
の
碑
も
竹
鼻
の
八
幡
宮
へ
移
さ
れ
た
と
い
う
。

庚
申
信
仰
と
は
、
眠
る
と
体
内
か
ら
三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
抜
け
出
し
て
天
帝
に
そ
の
人
の
悪
事
を
告
げ
、
そ
の
人
の

寿
命
を
短
く
す
る
か
ら
一
晩
中
寝
な
い
で
起
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
で
、
六
十
日
に
一
回
巡
っ
て
く
る
。
こ

の
庚
申
の
日
は
、
年
に
六
回
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
閏
う
る
う

年ど
し

の
関
係
で
五
回
の
年
と
七
回
の
年
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
五

回
あ
る
年
を
「
五
庚
申
」、
七
回
あ
る
年
を
「
七
庚
申
」
と
い
う
。
ま
た
一
般
に
、
五
庚
申
の
年
は
凶
作
で
、
七
庚
申

の
年
は
豊
作
で
あ
る
と
さ
れ
、
五
庚
申
の
年
に
は
豊
作
祈
願
、
七
庚
申
の
年
に
は
豊
作
に
感
謝
し
て
、
碑
を
建
て
る

習
わ
し
が
あ
る
。
こ
の
碑
を
「
五
庚
申
塔
」、「
七
庚
申
塔
」
と
い
う
。

津
軽
地
方
で
は
約
千
七
百
基
、
黒
石
市
内
で
も
九
十
一
基
の
庚
申
塔
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
九
割
が
五
庚
申

ま
た
は
七
庚
申
の
年
に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、「
五
庚
申
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
の
は
、
竹
鼻
八
幡
宮
の
一
基
だ
け
で

あ
る
。
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甲
午

民
俗
文
化
財

竹
鼻
の
廻
国
納
経
塔

所
在
地

黒
石
市
大
字
竹
鼻
字
宮
元
三
五
―
二

所
有
者

竹
鼻
敬
神
会

高
さ

八
六
㎝

幅

二
九
㎝

奥
行

二
五
㎝

安
山
岩

(右 面)

施
主
當
村
道
□

乘
田
安
兵
衛

同
内
室

(正 面)

天
下
和
順

正
德
四

歳

二
世

奉
納
中
供
養

六
十
六
部

日
月
清
明

二
月
廿
五
日

安
樂

(左 面)

同
行
一
蓮

常
陸
國
鹿
島
郡
長
津
庄
□
□
□
□

羽
刕
米
沢
置
賜
郡
轟
村
宗
代
白
善
法
師

上
総
國
天
羽
郡
富
津
天
神
山
了
性
白
道

下
総
國
岡
田
郡
横
曽
根
村
長
野
善
兵
衛

常
陸
國
鹿
島
郡
長
津
庄
堀
木
権
兵
衛
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竹
鼻
の
廻か
い

国こ
く

納の
う

経き
ょ

塔う
と
うは
、
正
し
ょ
う

徳と
く

四
年
（
一
七
一
四
）
二
月
二
十

五
日
、
竹
鼻
村
の
乗
田
安
兵
衛
夫
妻
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
建
立
さ
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
施

主
で
あ
る
乗
田
安
兵
衛
は
、
こ
の
後
「
百
観
音
碑
」
の
建
立
に
も

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
時
の
竹
鼻
村
の
豪
族
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
廻
国
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
関
東
地
方
九

人
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
廻
国
納
経
塔
」
と
は
、
大
乗
妙
典
と
呼
ば
れ
る
法
華
経
を
六
十
六
部
書
写
し
、
全
国
六
十
六
か
国
の
霊
社
霊
仏

に
一
部
ず
つ
納
経
す
る
た
め
国
々
を
廻
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
廻
っ
て
い
る
こ
と
を
銘
文
に
し
た
碑
で
あ
る
。
ま
た
、

廻
国
の
行
者
の
ご
利
益
や
縁
に
あ
や
か
り
、
土
地
の
人
が
協
力
者
（
施
主
・
世
話
人
）
と
な
っ
て
碑
を
建
立
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
の
廻
国
の
修
行
者
を
「
六
十
六
部
廻
国
聖
」、
略
し
て
「
六
十
六
部
」
ま
た
は
「
六
部
」
と
呼
ん
だ
。

彼
ら
は
廻
国
の
途
中
、
村
の
堂
庵
に
定
住
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

廻
国
納
経
塔
は
、
津
軽
全
体
で
も
わ
ず
か
五
基
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
中
で
も
竹
鼻
に
あ
る
こ
の
碑
は
、

津
軽
最
古
の
も
の
で
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
市
内
に
は
文ぶ
ん

化か

三
年
（
一
八
〇
六
）
信
州
（
長
野
県
）
行
者
大
助
建
立
、
世
話
人
種
市
久
六
の

「
廻
国
納
経
塔
」
が
馬
場
尻
墓
地
に
あ
る
。

(裏 面)

武
刕
江
戸
下
谷
天
神
下
町
鈴
木
清
三
郎
久
重

武
藏
國
江
戸
京
橋
弓
町
田
中
五
右
衛
門
清
春

下
野
國
日
光
山

和
氣
安
兵
衛
國
重

相
鎌
倉
上
藏
田
村
厭
蓮
社
欣
永
源
大
德
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民
俗
文
化
財

竹
鼻
の
百
観
音
碑

所
在
地

黒
石
市
大
字
竹
鼻
字
宮
元
三
五
―
二

所
有
者

竹
鼻
敬
神
会

高
さ

八
〇
㎝

幅

二
八
㎝

奥
行

二
七
㎝

安
山
岩

(右 面)

正
德
四

歳
八
月
吉
日

(正 面)

奉
巡
禮
西
國
秩
父
板
東

敬

南
無
観
世
音
菩
薩

白

奉
供
養
石
塔
為
二
世
安
楽

(左 面)

乗
田
安
兵
衛

願
主

林
助
左
衛
門

井
戸
庄
兵
衛

甲
午

117



江
戸
時
代
元
禄
以
後
、
お
伊
勢
参
り
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
参
り
が
盛
ん
に
な
り
、
各
地
に
三
十
三
番
札
所
が
設

け
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
西
国
・
坂
東
・
秩
父
の
三
国
百
番
巡
礼
が
最
高
と
さ
れ
た
が
、
長
期
間
の
日
数
と
莫
大
な

費
用
を
要
す
る
た
め
、
か
な
り
裕
福
な
者
で
な
け
れ
ば
巡
拝
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
巡
礼
の
記
念
に
「
百ひ
ゃ

観っ
か

音ん
の

碑ん
ひ

」

を
建
立
し
、
お
参
り
に
い
け
な
か
っ
た
人
が
こ
れ
を
拝
む
こ
と
で
百
観
音
参
り
の
ご
利
益
に
授
か
る
こ
と
と
し
た
。

竹
鼻
の
「
百
観
音
碑
」
は
、
正
し
ょ
う

徳と
く

四
年
（
一
七
一
四
）
八
月
、
竹
鼻
村
の
乗
田
安
兵
衛
を
含
む
三
名
が
願
主
と
な
っ

て
建
立
し
た
。
乗
田
安
兵
衛
は
同
年
「
廻
国
納
経
塔
」
を
建
立
し
て
お
り
、
こ
の
影
響
を
受
け
て
林
助
左
衛
門
、
井

戸
庄
兵
衛
と
と
も
に
巡
礼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
人
の
間
柄
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

津
軽
地
方
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
市
内
上
十
川
、
平
賀
町
、
大
鰐
町
に
一
基
ず
つ
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

そ
の
中
で
も
竹
鼻
の
碑
は
最
も
古
い
碑
と
し
て
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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〈
竹
鼻
八
幡
宮
〉

竹
鼻
の
八
幡
宮
は
、
延え
ん

宝ぽ
う

三
年
（
一
六
七
五
）
に
竹
鼻

村
中
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
文ぶ
ん

化か

十
三
年
（
一
八
一
六
）
六
月
に
堂
社
を

再
建
し
て
い
る
。
誉ほ
ん

田だ
わ

別け
の

尊み
こ
とを

祭さ
い

神じ
ん

と
し
て
い
る
。

本
殿
に
通
じ
る
参
道
の
側
に
は
、「
五
庚
申
塔
」、「
百
観

音
碑
」、「
廻
国
納
経
塔
」
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

も
由
緒
が
あ
り
黒
石
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
に
も
、庚
申
塔
が
立
ち
並
び
、信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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民
俗
文
化
財

獅
子
が
沢
の
し
し
石

所
在
地

黒
石
市
大
字
上
十
川
字

長
谷
沢
二
番
囲
八
〇
―
六

所
有
者

上
十
川
財
産
区

上
の
石

高
さ

一
・
〇
七
ｍ

幅

一
・
七
ｍ

（
小
）

奥
行

〇
・
七
ｍ

石
英
安
山
岩

下
の
石

高
さ

一
・
六
ｍ

幅

二
・
六
ｍ

（
大
）

奥
行

二
・
三
ｍ

石
英
安
山
岩

長
谷
沢
の
上
流
地
域
に
、
通
称
「
獅
子
が
沢
」
と
よ
ば

れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
そ
の
場
所
に
は
鹿
の
頭
を
彫
っ

た
石
が
あ
り
、
古
く
か
ら
地
元
の
住
民
は
こ
の
石
を
「
し

し
石
」
と
名
付
け
、
そ
こ
の
場
所
を
「
シ
シ
ア
沢
」
と
呼

ん
で
い
る
。

120



こ
の
シ
シ
と
い
う
呼
び
名
に
つ
い
て
、
郷
土
史
家
佐
藤

雨
山
は
、『
黒
石
風
土
記
―
北
黒
石
の
巻
―
』
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

「
シ
シ
と
い
う
の
は
〝
シ
シ
踊
〞
の
衣
裳
の
〝
シ
シ
頭
〞

を
指
す
の
で
、
俗
に
い
う
〝
シ
シ
コ
面
〞
で
あ
る
」

つ
ま
り
、「
し
し
石
」
の
「
し
し
」
は
、「
獅
子
」
で
な

く
「
鹿
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
著
書
を
は
じ
め

『
勝
地
浅
瀬
石
川
』
で
、「
獅
子
が
沢
の
し
し
石
」
の
規
模
・

由
来
・
そ
れ
に
伴
う
伝
説
な
ど
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
佐
藤
雨
山
は
上
十
川
の
獅
子
（
鹿
）
踊
が
、
こ
の

「
シ
シ
石
」
と
係
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
し

か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。

「
獅
子
が
沢
の
し
し
石
」
が
最
初
に
文
献
で
紹
介
さ
れ

た
の
が
、
菅す
が

江え

真ま

澄す
み

の
『
追つ

柯が

呂る

能の

通つ

度と

』
で
あ
る
。

菅
江
真
澄
は
、
三
河
出
身
の
紀
行
家
・
民
俗
学
者
で
、

しし石の拡大写真
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本
名
を
白
井
秀
雄
と
い
う
。
彼
は
、
信
濃
・
東
北
・
北
海
道
を
遊
歴
し
、
そ
の
様
子
を
日
記
や
ス
ケ
ッ
チ
画
に
綴
っ

た
。『
追
柯
呂
能
通
度
』
は
、
津
軽
を
訪
れ
た
と
き
の
様
子
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
寛か
ん

政せ
い

十
年
（
一
七
九
八
）
の
作
品

で
あ
る
。
全
二
十
二
丁
、
図
絵
二
十
一
図
か
ら
成
り
、
そ
の
中
に
二
枚
の
「
し
し
石
」
の
絵
が
あ
る
。
そ
し
て
「
し

し
石
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
（
中
略
）
…
…
め
ぐ
り
は
五
尋
六
尋
斗
の
岩
の
面
に
、
鹿
の
頭
の
大
な
る
も
、
ち
い
さ
き
も
、
い
く
は
く

と
な
う
ひ
し
ひ
し
と
ほ
り
た
る
。」

こ
の
こ
と
か
ら
「
獅
子
が
沢
の
し
し
石
」
は
、
寛
政
十
年
よ
り
も
古
い
年
代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
い
つ
作
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
「
し
し
石
」
は
、
大
き
い
石
と
小
さ
い
石
の
二
基
か
ら
成
る
。
大
き
い
石
に
は
八
頭
分
の
鹿
の
頭
が
、
小
さ

い
石
に
は
、
二
頭
分
の
鹿
の
頭
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
さ
い
石
の
左
下
部
に
「
上
十
川
村
」
と
文
字
が
彫
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
字
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
弘
前
の
石
切
が
彫
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

石
に
鹿
の
頭
を
彫
る
意
義
に
つ
い
て
佐
藤
雨
山
ら
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
木
こ
り
の
間
に
侵
透
し
て
い
た
山
子

芸
術
の
一
種
と
か
、
鹿
を
供
養
す
る
た
め
の
も
の
、
上
十
川
の
獅
子
（
鹿
）
踊
に
関
連
し
て
踊
り
に
使
い
古
し
た
鹿

頭
を
埋
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
ま
た
「
ま
た
ぎ
」
の
研
究
家
で
あ
る
愛
知
大
学
教
授
千
葉

徳
爾
の
話
で
は
、
全
国
各
地
に
し
し
頭
を
埋
め
る
風
習
が
あ
り
、
そ
れ
を
し
し
塚
と
い
う
が
、
こ
の
類
で
は
な
か
ろ

う
か
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
推
定
だ
け
で
明
確
な
意
義
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
し
し
石
の
彫
刻
年
代
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
が
、
県
内
に
は
類
例
が
な
く
全
国

的
に
も
希
少
な
文
化
財
で
あ
る
。

菅江真澄のスケッチ画
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民
俗
文
化
財

馬
場
尻
の
庚
申
塔

所
在
地

黒
石
市
大
字
東
馬
場
尻
字
馬
場
尻
一

所
有
者

馬
場
尻
八
幡
宮

高
さ

八
五
㎝

幅

二
五
㎝

奥
行

二
〇
㎝

石
英
安
山
岩
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（拓本）

庚
申
也
万
歳
之
□
奉
拝
今
日
既
成
就
乎
是
以
為
展
供
養
請
護
法
莚
□
随
分

□
□
浄
土
仏
井
真
文
十
部
□
□
□
□
□
□
誠
是
現
当
二
世
妙
薬
也
剰
奉
造

(正

面
)

抑
此
塔
㫖
趣
者
大
施
主
道
師

文覚

立
一
申
塔
婆
身
是
大
日
如
来
内
証
法
仏
成
道
輒
則
是
王
正
位
源
座
者

受
護
持
施
主
□
□
塔
現
世
寿
命
□
□
減
当
来
□
仏
類
鴻
王
之
尊
位
仍

(右
側
面
)

(裏

面
)

(左
側
面
)

三
界
万
霊
有
縁
無
縁

元
文
五
年
八
月
廿
二
日

乃
至
法
界
平
等
利
益
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馬
場
尻
の
八
幡
宮
境
内
に
あ
る
こ
の
庚
申
塔
は
、
元げ
ん

文ぶ
ん

五
年
（
一
七
四
〇
）
八
月
二
十
二
日
に
馬
場
尻
村
の
藤
治

郎
ほ
か
八
人
が
創
建
し
た
も
の
で
あ
る
。

庚
申
信
仰
と
は
「
六
十
日
に
一
回
ま
わ
っ
て
く
る
庚
申
の
日
に
眠
る
と
、
体
内
か
ら
三さ
ん

尸し

と
い
う
虫
が
抜
け
出
し

て
天
帝
に
そ
の
人
の
悪
事
を
告
げ
寿
命
を
短
く
す
る
か
ら
一
晩
中
寝
な
い
で
起
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

さ
れ
、
本
来
は
延
命
長
寿
の
信
仰
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
ま
に
か
農
民
は
豊
作
を
、
商
人
は
繁
昌
を
、
病
人

は
回
復
を
祈
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

こ
の
庚
申
塔
の
碑
面
に
は
、
庚
申
信
仰
の
由
来
等
が
い
っ
ぱ
い
に
彫
り
込
ん
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
庚
申
塔
は
他

に
類
例
が
な
く
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
石
碑
文
の
一
部
に
梵
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
珍
し
い
。

市
内
に
九
十
一
基
あ
る
庚
申
塔
の
中
で
は
最
も
古
く
、
津
軽
地
方
の
千
七
百
基
の
庚
申
塔
の
中
で
も
六
番
目
に
古

い
も
の
で
あ
る
。
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民
俗
文
化
財

法
眼
寺
の
砂
踏
之
碑

所
在
地

黒
石
市
大
字
山
形
町
八
二

所
有
者

法
眼
寺

高
さ

一
二
〇
㎝

幅

四
七
㎝

奥
行

二
九
㎝

石
英
安
山
岩

(右 面)

同
加
藤
貴
孝

寛
延
四
辛
未
歳
四
月
十
七
日
建
焉
施
主
当
人

(正 面)

寛
延
三
庚
午
天
四
月
下
浣
西
村
四
郎
兵
衛
妻

恭
順
礼
西
国
三
十
三
所
而
其
堂
下
之
土
地
手
持

来
而
埋
却
此
盤
石
之
下
而
永
令
人
結
勝
縁

若
人
発
心
而
一
踏
一
礼
則
不
動
寸
歩
既
西
国

三
十
三
所
順
礼
之
功
了
者
也
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法ほ
う

眼げ
ん

寺じ

本
堂
の
東
側
、
開
山
堂
の
側
に
は
砂
袋
が
円
形
に

敷
か
れ
て
お
り
、
そ
の
円
の
中
に
は
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。法

眼
寺
の
砂す
な

踏ふ
み

之の

碑ひ

は
、
寛か
ん

延え
ん

四
年
（
一
七
五
一
）
四
月

十
七
日
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
銘
文
に
は
裕
福
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
黒
石
の
西
村
四
郎
兵
衛
の
妻
が
西
国
三

十
三
か
所
の
巡
礼
を
し
、
巡
礼
先
の
お
堂
の
下
か
ら
砂
を
持

ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

巡
礼
に
行
け
な
か
っ
た
人
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
足
を
か

け
て
本
霊
場
に
立
っ
た
と
同
じ
気
持
ち
で
御
詠
歌
を
奉
読

し
、
そ
の
ご
利
益
に
あ
ず
か
っ
た
。

西
国
霊
場
三
十
三
か
所
巡
礼
の
碑
と
し
て
は
、
県
内
唯
一

の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
音
信
仰
の
実
体
を
調
査
す
る

上
で
も
大
変
貴
重
な
石
碑
で
あ
る
。
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